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農
に
生
き
る

― 

ネ
ギ
栽
培 

―



　

朝
霧
の
中
で
ネ
ギ
の
収
穫
を
行
う
の
は
、
髙

橋
達
也
さ
ん
。
大
雄
地
区
に
あ
る
圃
場
１
・
０

ha
で
ネ
ギ
と
横
手
地
区
の
自
宅
近
く
で
小
玉
ス

イ
カ
「
あ
き
た
夏
丸
チ
ッ
チ
ェ
」
１
・
０
ａ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
の
前
職
は
当
Ｊ
Ａ
の
職
員
で
し
た

が
、
農
家
・
組
合
員
と
触
れ
合
う
中
で
農
業
を

支
え
る
側
か
ら
担
い
手
と
し
て
農
業
を
志
し
、

地
元
の
農
業
法
人
で
ネ
ギ
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
今
年
で
就
農
し
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
１
・
０
ha
の
圃
場
で
ネ
ギ
を
栽
培
・

出
荷
す
る
ま
で
に
な
っ
た
も
の
の
「
就
農
当
時

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
、
な
か
な
か
栽
培

も
販
売
も
思
っ
た
よ
う
に
で
き
ず
苦
悩
の
日
々

が
続
い
た
。
そ
れ
で
も
、
行
動
す
る
こ
と
は
や

め
ず
に
県
外
へ
突
撃
で
勉
強
し
に
向
か
っ
た
り
、

ネ
ギ
部
会
長
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、

Ｊ
Ａ
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
と
、
兎
に
角
動
い

た
」
と
髙
橋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
体
も
心
も
余
裕
が
無
い
状
態
だ
っ
た
と
思

う
。
叔
母
に
も
相
談
し
に
い
っ
た
。
い
ろ
ん
な

悩
み
を
打
ち
明
け
た
。
叔
母
は
静
か
に
聞
い
て

く
れ
て
、
沢
山
の
料
理
を
出
し
て
く
れ
た
。
豚

汁
を
食
べ
な
が
ら
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
な
ぜ
だ
か
霧
が
晴
れ
て
い
く

よ
う
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
髙
橋
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は
「
秋
田
県
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ネ
ギ
農
家
に
な
り
た
い
。
誰
よ
り
も
多
く
ネ
ギ

の
こ
と
を
学
び
、
ネ
ギ
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
今
後
の
目
標
を
話
し
ま
す
。

秋田県ナンバーワンの
ネギ農家を目指して

髙
橋　

達
也
さ
ん

横
手
地
区

ネ
ギ 

１
・
０
ha　
　

西
瓜 

１
・
０
ａ
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～　横手税務署からのお知らせ　～

消 費 税 の し く み
納税義務者（課税事業者）１

　その課税期間（個人事業者は暦年、法人は事業年度）
の基準期間（個人事業者は前々年、法人は前々事業年
度）における課税売上高が1,000万円を超える事業者
は、消費税の納税義務者（課税事業者）となります。

※�基準期間における課税売上高が1,000万円以下であっても、
特定期間における課税売上高が1,000万円を超えた場合は、
その課税期間においては課税事業者となります。

消費税の主な届出等２
事　　由 届出書等 提出時期

基準期間の課税売上高
が1,000万円を超える
こととなった

消費税課税事業者届出
書（基準期間用） 速やかに

特定期間の課税売上高
が1,000万円を超える
こととなった

消費税課税事業者届出
書（特定期間用） 速やかに

簡易課税制度を選択す
るとき

消費税簡易課税制度選
択届出書

その適用を受けようと
する課税期間の初日の
前日まで

※�課税事業者が簡易課税制度を選択した場合、原則として、
２年間は選択を取りやめることができません。

納税資金の計画的なご準備を！
　消費税の納税に当たっては、計
画的な納税資金の積立て等により
申告時に一括で納税資金を準備す
る負担を軽減することができます。
売上げから消費税相当分を分けて
管理しておくなど、納税資金を計
画的にご準備のうえ、期限内納付
をお願いします。
　納付すべき税額の確定が見込まれる場合、申告書を
提出する前であっても、その納付すべき税額の見込金
額を、税務署長に申し出て、あらかじめ納付すること
ができる制度（予納制度）も利用できます。

※�期限内申告の場合はおおむね12月以内（修正申告等の場
合はおおむね６月以内）

※�税額の確定手続（申告書の提出等）又は納期限前までに「国
税の予納申出書」を税務署にご提出の上、予納する金額を
納付してください。

【お問い合わせ先】横手税務署　☎0182-32-6090（代表）

消費税の申告・納付３
　個人事業者は納税義務者（課税事業者）となった課税
期間について、課税期間の翌年３月末日までに、法人は
原則として課税期間の末日の翌日から２か月以内に、消
費税と地方消費税を併せて税務署に申告・納付します。

消費税の計算の仕方４
●原則（一般課税）
課税売上げに係る
消費税額

課税仕入れ等に係る
消費税額 消費税額－ ＝

※�課税仕入れ等に係る消費税額を控除するには、帳簿及び請求
書等の保存をする必要があります。

●簡易な計算方法（簡易課税制度）
　課税期間中の課税売上に係る消費税額に、事業区分に
応じた一定の「みなし仕入率」を掛けた金額を課税仕入
れ等に係る消費税額とみなして、納付する消費税額を計
算します。
課税売上げに係る

消費税額
課税売上げに係る

消費税額 消費税額－ ＝みなし仕入率×
⎛
⎜
⎝

⎞
⎜
⎠

◇みなし仕入率（主なもの）
第１種事業（卸売業） 90％

第２種事業（小売業等）小売業、農林漁業（飲食料品の譲渡） 80％

第３種事業（製造業等）農林漁業（飲食料品の譲渡以外）、建設業、製造業など 70％

※�この制度は、基準期間の課税売上高が5,000万円以下の事前
に届出書を提出している場合に適用されます。

《　消費税及び地方消費税の負担と納付の流れ　》

　納税はキャッシュレス納付　
　国税の納付は、金融機関等の窓口に行く必要がない、
キャッシュレス納付が便利です。

納付方法 概　　要

振替納税
事前に届出をした預貯金口座から、国税庁が指定
する振替日に自動で口座引落しにより納付する方
法

クレジットカード納付
専用サイト「国税クレジットカードお支払サイト」
を経由し、クレジットカードを使用して納付する
方法

スマホアプリ納付
専用サイト「国税スマートフォン決済専用サイト」
を経由し、「○○Ｐａｙ」といったスマホ決済アプ
リを使用して納付する方法

ダイレクト納付
（e-Taxによる口座振替）

ｅ－Ｔａｘを利用して、事前に届出をした預貯金
口座から、口座引落しにより納付する方法

インターネットバンキ
ング等による電子納税

インターネットバンキング口座やＡＴＭから納付
する方法

【納付手続に関する情報】 【振替納税に関する情報】
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【特集】【特集】
秋田の大地に集う秋田の大地に集う

一流の一流の

会期：10月31日から11月4日
会場：秋田県湯沢市

第148回目の今年は

「未来へと
湧き立つめぐみ

湯沢から」
をキャッチフレーズに
先人に学び　農業の未来をひらく

農
業
の
持
続
力
向
上
を
目
指
し

�

先
人
が
築
い
た
農
業
交
流

　

湯
沢
市
で
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
主
会
場
と
な
る
湯
沢
市
総

合
体
育
館
広
場
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
、
湯
沢
文
化
会
館
で
「
新
穀

感
謝
農
民
祭
並
び
開
会
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

会
頭
の
小
松
忠
彦
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
会

長
と
佐
藤
一
夫
湯
沢
市
長
よ
り
開
会
の

挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
平
鹿
地
区
の
佐
々
木

比
古
エ
門
さ
ん
が
、
秋
田
県
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
と
し
て
「
農
業
功
労
者

表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
佐
々
木
さ

ん
は
、
冬
期
間
の
所
得
確
保
と
周
年
農

業
の
確
立
を
目
指
し
た
菌
床
し
い
た
け

栽
培
の
先
行
着
手
や
、
ほ
う
れ
ん
草
栽

培
の
ハ
ウ
ス
団
地
化
な
ど
設
備
投
資
に

よ
る
規
模
拡
大
と
作
業
員
の
雇
用
安
定

を
確
立
し
た
こ
と
な
ど
が
受
賞
理
由
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
式
で
は
、
第
１
４
５
回

か
ら
第
１
４
７
回
の
３
年
連
続
、
同
一

種
類
の
生
産
物
で
１
等
賞
「
秋
田
県
知

事
賞
」
を
受
賞
し
た
雄
物
川
地
区
の
佐

藤
宏
和
さ
ん
（
生
し
い
た
け
）
と
大
森

地
区
の
加
藤
弥
さ
ん
（
葉
た
ば
こ
）
が

顕
彰
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

農
産
物
出
品
展
示
８
部
門
に

�

計
１
，０
９
６
点
が
全
県
か
ら
集
結

　

難
し
い
気
象
条
件
の
中
、
今
年
も
生

産
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
自
慢
の
作

物
が
集
結
し
ま
し
た
。

内
訳
は
①
水
稲
30
点
、
②
畑
作
物
・
工

芸
作
物
88
点
、
③
果
樹
１
８
６
点
、
④

野
菜
４
４
０
点
、
⑤
花
き
１
９
９
点
、

⑥
農
林
園
芸
加
工
品
59
点
、
⑦
畜
産

品
・
飼
料
35
点
、
⑧
林
産
品
59
点
と
な

り
ま
し
た
。

伝
統
と
革
新
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
賑
わ
っ
た
５
日
間

　

主
会
場
で
は
農
産
物
出
品
展
示
や
農

業
関
連
展
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
賛
第
１
会
場
で
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
食

堂
な
ど
各
種
物
産
販
売
展
、
協
賛
第
２

会
場
で
は
農
業
機
械
シ
ョ
ー
な
ど
が
開

催
さ
れ
大
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

交
換
会
２
日
目
に
は
篤
農
家
や
Ｊ
Ａ
の

関
係
者
な
ど
に
よ
る
談
話
会
が
行
わ
れ

「
秋
田
米
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
～
生
産
現
場
に
お
け
る

増
産
の
課
題
と
対
応
～
」
を
テ
ー
マ
に

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

①…テープカット　②…交換会
シンボルマークは地元湯沢市立
山田小学校６年生児童らが地元
の農産物で作成　③…小松忠彦
会頭の挨拶　④…佐藤湯沢市
長の挨拶　⑤…新穀感謝農民
祭　⑥…農業功労者表彰を受賞
した佐々木さん（ＪＡ秋田ふる
さと）と藤原俊晴さん（ＪＡこ
まち）　⑦農業功労者表彰を受
賞した佐々木さん　⑧…顕彰状
（生しいたけ　佐藤さん）　⑨…
顕彰状（葉たばこ　加藤さん）　
⑩…ＪＡこまち女性部の皆さん　
⑪…農業機械ショー

秋田県種苗交換会
第148回

主催：秋田県農業協同組合中央会
協賛催：湯沢市協賛
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【農産物出品　審査結果】 ※敬称略。
　（　）は地区名
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秋
田
県
知
事
賞
・
１
等
賞 

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

　

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号�

眞
田　

祥
人（
平　

鹿
）…
①

「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

　

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ�

佐
藤　

秀
昭（
平　

鹿
）…
②

「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

　

◆
ネ
ギ
・
項
羽
一
本
太�

尾
久　

友
洋（
平　

鹿
）…
③

「
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
」

　

◆
デ
ィ
ス
バッ
ド
マ
ム
・リ
ベ
ル
タ�

加
藤　
　

勉（
十
文
字
）…
④

「
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
」

　

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

　
　
　
（
合
）グ
リ
ー
ン
オ
ウ
ル

�
代
表
社
員　

首
藤　
　

郷（
横　

手
）…
⑤

「
秋
田
県
農
業
会
議
会
長
賞
」

　

◆
菓
子
類
・
り
ん
ご
飴�

佐
藤　

和
也（
平　

鹿
）…
⑥

「
秋
田
県
市
長
会
会
長
賞
」

　

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号�
打
川　

幸
宏（
大　

森
）…
⑦

「
全
国
た
ば
こ
耕
作
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

「
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
組
合
長
賞
」

　

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種�

高
階　

雅
則（
山　

内
）…
⑧

「
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
東
日
本
原
料
本
部
長
賞
」

「
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
組
合
長
賞
」

　

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種�

皆
方　

鉄
男（
大　

森
）…
⑨

　

◆
ネ
ギ
・
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ド�

小
坂　

智
一（
雄
物
川
）…
⑩

 

２
等
賞 

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号�

土
田　

章
之（
横　

手
）

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト�

髙
𣘺　

陽
悦（
横　

手
）

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト�

髙
𣘺　
　

弘（
山　

内
）

◆
り
ん
ご
・
王
林�

岸　
　

政
人（
大　

森
）

◆
り
ん
ご
・
ぐ
ん
ま
名
月�

織
田
孝
太
郎（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト�

柴
田　

博
之（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト�

石
川　
　

亮（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ�

野
田　

哲
生（
増　

田
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
乙
女�

小
原　

丑
一（
山　

内
）

◆
ネ
ギ
・
森
の
め
ざ
め�

杉
山　

誠
之（
平　

鹿
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
タ
フ
ス
カ
イ�

伊
藤　

美
緒（
雄
物
川
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
福
兵
衛�

小
原　

正
樹（
増　

田
）

◆
小
ギ
ク
・
精
あ
き
み
ず�

佐
藤　

郁
夫（
十
文
字
）

◆
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
セ
レ
ブ
イ
エ
ロ
ー�

佐
々
木
隆
人（
雄
物
川
）

◆
輪
ギ
ク
・
精
興
栄
山�

佐
藤　

良
一（
十
文
字
）

◆
菓
子
類
・
黄
身
の
余
韻
し
っ
か
り
懐
か
し
プ
リ
ン

�

東
海
林
養
鶏
場　

代
表　

東
海
林　

肇（
平　

鹿
）

◆
鶏
卵
・
ひ
と
て
ま
た
ま
ご　

ひ
と
た
ま（
６
個
入
り
）

�

東
海
林
養
鶏
場　

代
表　

東
海
林　

肇（
平　

鹿
）

◆
Ｗ
Ｃ
Ｓ
サ
イ
レ
ー
ジ
・
つ
き
は
や
か

　
（
農
）十
二
牲
担
い
手
生
産
組
合

�

代
表
理
事　

本
間　
　

恒（
金　

沢
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

�

（
株
）Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄｓ　

代
表
取
締
役　

熊
切　

達
也（
平　

鹿
）

 

３
等
賞 

◆
水
稲
・
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ�

神
原　

繁
実（
十
文
字
）

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種�

大
塚　
　

薫（
雄
物
川
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号�

味
水　

憲
幸（
横　

手
）

◆
り
ん
ご
・
ぐ
ん
ま
名
月�

平
良
木　

亨（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト�

細
川　

博
之（
十
文
字
）

◆
り
ん
ご
・
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト�

佐
藤　
　

勉（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ�

平
良
木
周
作（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ�

石
川　
　

亮（
平　

鹿
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂�

藤
原　
　

崇（
十
文
字
）

◆
ネ
ギ
・
夏
扇
パ
ワ
ー�

髙
橋　

達
也（
横　

手
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
タ
フ
ス
カ
イ�

加
藤
留
美
子（
雄
物
川
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
福
兵
衛

　
（
農
）館
合
フ
ァ
ー
ム�

代
表　

小
西　
　

勇（
雄
物
川
）

◆
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
・レ
ジ
エ
ゴ
ー
ル
ド�

渡
部　

賢
吾（
十
文
字
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
・
ク
ロ
ス�

渡
部　

賢
義（
十
文
字
）

◆
ダ
リ
ア
・
キ
セ
キ�

山
田　

智
光（
平　

鹿
）

◆
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
マ
キ
ア
ラ
イ
ト
ピ
ン
ク

�

渡
部　

賢
吾（
十
文
字
）

◆
菓
子
類
・
黄
身
の
余
韻　

黄
身
だ
け
の
エ
ッ
グ
タ
ル
ト

�

東
海
林
養
鶏
場　

代
表　

東
海
林　

肇（
平　

鹿
）

◆
乾
燥
果
実
・
り
ん
ご�

佐
藤　

幸
子（
平　

鹿
）

◆
ジ
ュ
ー
ス
・
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス�

佐
藤　

和
也（
平　

鹿
）

◆
民
工
芸
品
・
ふ
み
俵�

森
田　

照
雄（
平　

鹿
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号�

藤
田
喜
美
子（
雄
物
川
）

◆
ぶ
な
し
め
じ
・
チ
ク
マ
ッ
シ
ュ�
吉
田　

秀
樹（
雄
物
川
）

【
第
44
回
秋
田
県
産
米
品
評
会
】

「
優
秀
賞
」

　

◆
水
稲
う
る
ち
玄
米
・
サ
キ
ホ
コ
レ

�

堀
江　
　

均（
横　

手
）

「
優
良
賞
」

　

◆
水
稲
う
る
ち
玄
米
・
サ
キ
ホ
コ
レ

�

澁
谷　
　

修（
横　

手
）

【
第
43
回
秋
田
学
校
農
園
展
】

「
最
優
秀
賞
」「
秋
田
県
知
事
賞
」

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞
」

　

◆
横
手
市
立
大
雄
小
学
校

�

大
雄
っ
こ
園
芸
部
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2025Ｏｃｔｏber

小学生らが搾乳体験
　秋田県牛乳普及協会は10月８日、横手市
立栄小学校で「わくわくモーモースクール！」
を開き、同小学校の３・４年生児童ら22人
が搾乳体験と手作りバター作りを行いました。
　酪農家の千葉肇（ちばはじめ）さんが飼育
する乳牛「ホルスタイン」の親牛と生後２週
間の子牛１頭の出迎えを受けた児童らは大歓
声を上げていました。千葉さんはクイズ形式
で牛の生態について説明し児童らは元気に答
えました。
　児童の一人は「今日の乳しぼり体験を思い
出しながら給食の牛乳を大切に飲みたい」と
笑顔で話しました。

青年部横手支部
昔ながらの農機具を体験！
　横手市立旭小学校は10月13日、学校に隣接
する田んぼ７ａでもち米「たつこもち」の刈取
り体験を行い５年生ら約30人が参加しました。
このもち米は、県南旭川水系土地改良区と青
年部横手支部の指導のもと、６月に植えたもの。
　児童らは、稲刈り体験のほか、青年部員が操
縦するコンバインの見学と、昔ながらの「足
踏み脱穀機」や「千歯扱き」などを体験し現代
と昔の農業の変化を学びました。12月には刈
り取ったもち米で、餅つきを行う予定です。
　なお、今回の稲刈りの様子や当ＪＡ青年部
の活動がＪＡ機関誌「地上」１月号に掲載さ
れます。

▲指導を受けながら搾乳を体験する児童

わくわくモーモースクール

▲児童へ足踏み脱穀機の使い方を指導する青年部員

ＪＡバンクあきたグラウンド・ゴルフ大会
秋田ふるさとチーム大活躍！

平鹿省農薬米研究会
契約田んぼで稲刈り研修
　大手外食チェーン店「びっくりドンキー」
を展開する中京・関西地方の加盟店３社と米
卸は10月２日、ＪＡ秋田ふるさとを訪れ、稲
刈りを行いました。刈ったのは、６月に平鹿
省農薬米研究会の圃場60ａに加盟店の店長
らが植えたびっくりドンキーオリジナル省農
薬米「あきたこまち」。
　今回の研修で、参加者らはコンバインに乗り
込み１時間ほど稲刈りを体験しました。ＪＡで
は、平成12年産米から契約栽培を行っており、
本年産米で26年目を迎えます。本年度は栽培
面積58.4ha、出荷量250.3ｔを計画しています。

　ＪＡバンクあきたは10月17日、潟上市グラ
ウンド・ゴルフ場で、第13回ＪＡバンクあき
たグラウンド・ゴルフ大会を開き、県内各地
区予選を勝ち抜いた参加者ら130人が参加し
ました。
　この大会は、年金友の会相互の親睦と会員
の健康増進および相互交流の促進をはかる目
的で開催されています。
　当ＪＡからは15人が参加し、日頃の練習
の成果を発揮し、団体戦では秋田ふるさとＢ
チームが優勝、個人の部では横手地区の土田
忠司さんが４位と優秀な成績をおさめました。

▲�農）豊前の柴田忍さん（前列右から２番目）と加盟店の皆さま▲大会に出場した当ＪＡ秋田ふるさとチームの皆さま
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2025Ｏｃｔｏber

おおきなサツマイモを収穫
　金沢地区福祉協力員会や金沢地域資源保全
隊、十二牲担い手生産組合などの地域団体は
10月２日、金沢保育園園児らとサツマイモの
収穫体験を行いました。
　この収穫体験は、世代間の交流を深めるこ
と、地域資源を大切にすることなどを目的に
毎年実施されています。収穫されたサツマイ
モは、11月に開催される自まんこコンクール
への出品や、高齢者の一人暮らし世帯へプレ
ゼントされる予定です。

醍醐保育園園児が収穫体験
サツマイモの収穫に挑戦！
　青年部平鹿支部は10月２日、食育活動の一
環として社会福祉法人育童会醍醐保育園の園
児38人を対象に、６月に同園に隣接する畑に
植えたサツマイモの収穫を行いました。
　今年はこぶりのものが多かったものの、園
児たちは大きなサツマイモを見つけると青年
部員に手伝って貰いながら元気に収穫を楽し
みました。
　園児の一人は「サツマイモの味噌汁が大好
き。早く食べたい」と収穫を喜んでいました。

▲コンテナいっぱいに収穫されたサツマイモ

金沢保育園園児が収穫体験

第１回　ＪＡ講座
りんご・洋なしスペシャル

ちゃぐりんフェスタ2025秋編
秋の味覚を体験
　女性部・青年部・園芸課は10月11日、地
域の子どもたちに食料や農業、農村の大切さ
を知ってもらおうと「ちゃぐりんフェスタ
2025秋編」を増田町で行い、児童や保護者
など16人が参加しました。
　参加者らは青年部員でネギ部会長の五十嵐
大さんの圃場でネギ収穫や小原暢青年部長の
リンゴ園地でリンゴ「シナノスイート」など
の収穫を楽しみ、女性部員や保護者と一緒に
調理した「りんごのバターソテー・アイスク
リーム添え」に舌鼓を打ちました。

　ＪＡは10月18日、今年第１回目のＪＡ講座
「りんご・洋なしスペシャル」を開催し、20～
60歳までの管内在住者ら14人が参加しました。
　このＪＡ講座は令和４年まで開催した「Ｊ
Ａ女性塾」の内容を継承したもので、地域の
青壮年世代の方々に農や食、ＪＡについて
知っていただく機会としてＪＡが企画・実施
しています。
　今回の講座では管内の果樹園地や果樹選果
場の見学、リンゴの収穫体験を行いました。
　次回講座は「花」と題し11月22日に、フ
ラワーアレンジメントなどを行う予定です。

▲収穫体験を前に気勢を上げる参加者の皆さん▲小原暢さん㊨の果樹園地を見学する参加者㊧

▲大きなサツマイモの収穫を喜ぶ園児
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園芸課
鈴木　琢磨

四季の営農ワンポイントアドバイス

　

Ｊ
Ａ
へ
穀
類
や
青
果
物
を
出
荷
し
て
い
る
方
は
無

償
で
土
壌
診
断
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
診

断
結
果
や
改
善
方
法
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
次

年
度
の
収
量
Ｕ
Ｐ
に
向
け
て
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
土
壌
診
断
の
メ
リ
ッ
ト

１
．
土
壌
の
性
格
を
作
付
け
前
に
把
握
で
き
る
。

　

土
壌
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
土
の
性
格
（
土
の
癖
、
基
礎

体
力
、
排
水
の
良
し
悪
し
）
が
あ
る
程
度
判
断
で
き
ま
す
。

２
．
数
値
で
論
理
的
な
判
断
が
で
き
る

　

連
作
に
よ
っ
て
同
じ
作
物
を
作
り
続
け
て
い
る
と
、
同
じ

施
肥
量
で
は
土
の
栄
養
が
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

豊
作
の
年
も
あ
れ
ば
、
日
照
不
足
、
低
温
・
高
温
、
病
害

な
ど
で
収
穫
量
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肥
料

は
土
か
ら
流
出
し
た
り
、
微
生
物
や
雑
草
な
ど
に
使
わ
れ
た

り
し
た
後
も
、
あ
る
程
度
は
土
中
に
残
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
じ
施
肥
量
を
続
け
て
い
る
と
、

養
分
の
偏
り
が
生
じ
て
き
ま
す
。
土
壌
に
残
っ
て
い
る
こ
の

養
分
量
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
次
期
作
の
肥
料
投
入
量
が
分

か
り
、
今
ま
で
経
験
や
勘
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
土
壌
バ
ラ

ン
ス
の
修
正
を
、
的
確
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

３
．
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
収
益
増
加
に
繋
が
る

　

毎
年
同
じ
量
の
資
材
を
投
入
し
て
い
た
と
き
と
比
べ
、
結

果
的
に
肥
料
代
の
節
約
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
土
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
好
な
状
態
を
保
て
る
た
め
、
病
害
に
も
か
か
り

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

土
壌
診
断
を
ベ
ー
ス
に
、
化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼
る
栽
培

か
ら
有
機
的
な
栽
培
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
で
、
善
玉
微

生
物
が
増
え
、
肥
沃
な
土
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
、
作
物
の

品
質
や
収
穫
量
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

土壌診断！
次年度の収量ＵＰのための

□
残
渣
（
茎
葉
な
ど
）
は
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
、
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

□
土
壌
中
の
根
な
ど
は
、
丁
寧
に
耕
起
し
す
き
込
み
、
整
地
し
ま
し
ょ
う
。

□
春
の
作
業
省
力
を
図
る
た
め
、
完
熟
堆
肥
な
ど
散
布
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。（
散
布
後
は
耕
起
）

□
生
育
期
間
中
、
雑
草
が
多
か
っ
た
場
合
は
、
翌
春
の
抑
制
の
た
め
、
ラ

ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

□
雪
解
け
水
が
抜
け
に
く
い
箇
所
は
、
溝
切
り
等
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

□
野
ね
ず
み
被
害
が
あ
る
場
合
は
、
殺
鼠
剤
や
石
灰
系
の
資
材
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

□
水
田
転
作
初
年
や
品
目
転
換
さ
れ
る
圃
場
は
、
土
壌
診
断
を
お
こ
な
い

ま
し
ょ
う
。

□
施
設
に
つ
い
て
は
、
冬
期
（
積
雪
）
に
備
え
、
補
強
や
消
雪
設
備
、
機

械
の
点
検
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

■
土
壌
診
断
の
流
れ

■
お
す
す
め
Ｊ
Ａ
肥
料
の
紹
介

〇
低
コ
ス
ト
肥
料　
　
　

・（
基
肥
／
追
肥
）
エ
コ
エ
コ
５
０
０
（
15
―

10
―

10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
高
度
化
成
オ
ー
ル
14
（
14
―

14
―

14
）

〇
緩
効
性
肥
料（
基
肥
）　

・
Ｂ
Ｂ
有
機
入
り
野
菜
（
13
―

10
―

12
）

〇
完
熟
発
酵
堆
肥　
　
　

・
ニ
ュ
ー
ス
ー
パ
ー
コ
ン
（
有
機
質
、肥
料
分
、微
量
要
素
）

■
次
年
度
へ
の
圃
場
管
理
に
つ
い
て（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

　
①
土
壌
採
取
（
10
―

11
月
）　

→
②
土
壌
分
析
（
Ｊ
Ａ
分
析
セ
ン
タ
ー
）

→
③
分
析
結
果
配
布
（
３
月
頃
）

【
図
１
】
の
よ
う
に
１
圃
場
を
対
角

線
に
区
切
り
５
箇
所
よ
り
【
図
２
】

に
示
す
よ
う
に
表
土
を
１
㎝
位
除
い

た
、
深
さ
10
～
15
㎝
の
作
土
を
上
下

で
厚
さ
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
移
植

ヘ
ラ
等
で
採
取
し
ま
す
。

１
箇
所
か
ら
生
土
を
５
０
０
ｇ
ず
つ

採
取
し
、
５
箇
所
分
を
よ
く
混
合
し

て
３
０
０
～
５
０
０
ｇ
に
し
て
乾

燥
・
粉
砕
し
ま
す
。

［採取方法］

88JA通信JA通信 2025.2025.1111



厚生労働大臣届出受理番号
05-特-000016担い手支援室内 無料職業紹介所

〒013-0036 秋田県横手市駅前町６番33号　TEL 0182-35-2659　FAX 0182-35-2699

ＪＡ秋田ふるさと無料職業紹介所稼働状況について 令和７年10月31日現在

介
護
員
日
記
Vol.35

作目
区分

当月有効求人 紹介実績 現在の
有効求人数
③＝①－②

有効求人情報
作業内容・品目等 特記事項

1日農業バイトアプリ
JA管内活用状況

（Ｒ７.４.１～Ｒ７.10.31）件数 求人数
① 紹介数 うちマッチング成立

②

水　稲 0 0 0 0 0

◆�求人情報はＪＡホー
ムぺージで毎週更
新のほか、横手市
各地域局にも掲示
していただいてお
りますのでぜひご
覧ください。

アプリ登録農家 35

果　樹 2 4 3 3 1 りんご うち求人募集 16

野　菜 7 15 6 6 9 ほうれん草、春菊、
ねぎ、キャベツ 仕事登録数 231

花　卉 0 0 0 0 0 募集人員 424

菌　茸 2 4 8 2 2 椎茸 応募人員 282

その他 3 4 0 0 4 養豚、水稲プラス野菜・
菌茸など複合品目 マッチング成立 184

計 14 27 17 11 16 マッチング成立率 43.4%
※求人数には、マッチングに至らず求人期間が経過したものや個別に労働力を確保して取下げられた数は含まれておりません。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
だ
い
ご
の
里
で
介
護
保
険
事

業
「
お
と
な
の
学
校
」
を
始
め
て
約
１
年
半
に
な
り
ま
し

た
。

　

お
陰
様
で
ご
利
用
者
様
も
徐
々
に
増
え
、
１
日
10
名
前

後
に
な
り
ま
し
た
。
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
皆
様
の
笑
い
声

に
包
ま
れ
て
、
楽
し
く
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

自
立
支
援
や
認
知
症
予
防
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
回
想
法
を
体
感
い
た
だ
け
る
お
と
な
の
学
校

の
体
験
入
学
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
「
お
と
な
の
学
校
っ
て
何
だ
べ
な
」
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
、
ご
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
や
ご
友
人
の
方
々
に
も
、
体
験
入
学
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

お
と
な
の
学
校

　
　「
体
験
入
学
」
募
集
中
で
す
！

ケアマネジャー・ホームヘルパー・ショートステイ・デイサービス・福祉用具レンタルの５つの介護サービスを展開中！
㈱ＪＡふるさと福祉会（代表）☎56-0292／横手市平鹿町醍醐字道中後28番地１（醍醐駅より徒歩１分）

今月の壁：金色の銀杏並木

◎体験入学 概要◎
実施日程：火・水・木曜日
　　　　　（午前10時～午後３時）
予定人数：１日　２～３名
体験料金：無料
　　　　　（飲食代は実費負担）

＊デイサービスの一日をそのまま体験
＊ご自宅までの送迎も無料で承ります。
＊半日での体験も可能です。
　どうぞお気軽にご相談ください。

デイサービスセンター　だいごの里

☎56-0296

◀�

国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
・
体

育
・
音
楽
な
ど
、
１
日
３
科
目
を

実
施
し
て
い
ま
す

授業の様子はインスタでご覧ください▶

　

Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織
さ
く

ら
会
（
大
森
地
区
）
の
皆
様

か
ら
お
花
を
届
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

10
月
８
日（
水
）

感謝

1日農業バイトアプリ活用のご案内
求職登録者が増加しております。来季の労働力
確保に向けて、1日農業バイト「daywork」
を活用してみませんか？

詳細は右記QRコードを
読み取っていただくか、
下記担当へお問合せくだ
さい。

Ｒ７.10.31現在、管内で求職したことがあるアプリ
登録者は217人。うち90％は20代から50代の農業
バイト経験者です。
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令和７年度秋季座談会

～みなさんの声に

①
営
農
経
済
部
門

【
米
穀
関
係
】

Ｑ
１　

今
年
の
米
概
算
金
単
価
は
春
先
に

Ｊ
Ａ
が
提
示
し
た
２
４
，０
０
０
円
以
上

の
価
格
と
な
り
大
変
あ
り
が
た
い
。
農
家

も
こ
れ
で
営
農
継
続
で
き
る
意
欲
が
沸
い

て
、
今
後
の
米
生
産
へ
期
待
が
持
て
る
。

Ａ
．
前
向
き
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
営
農
継
続
に
資

す
る
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
農
畜
産
物

販
売
は
も
と
よ
り
、
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
お

い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
２　

Ｊ
Ａ
と
し
て
は
米
の
適
正
価
格
に

つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。
米
価
の

上
昇
は
生
産
者
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
一

方
で
、
消
費
者
の
米
離
れ
が
加
速
す
る
懸

念
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
米
価
の
適
正
水
準
は
「
稲
作
経
営
の

持
続
が
可
能
な
価
格
」
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
米
価
の
上
昇
が
農
家
の
収
益
改
善
に

つ
な
が
る
一
方
で
、
消
費
者
の
購
買
意
欲

を
低
下
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
「
持
続
可
能
な
農
家
経
営
」
と
「
消
費

者
の
納
得
感
」
の
両
立
を
目
指
し
、
価
格

の
透
明
化
や
販
売
方
法
の
多
様
化
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
は
制
度

改
革
と
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
の
再
構
築

と
捉
え
な
が
ら
、
積
極
的
な
農
政
運
動
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
３　

米
の
価
格
が
高
い
こ
と
ば
か
り
報

道
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
る
で
米
農
家
が

悪
者
の
よ
う
な
印
象
に
な
る
。
資
材
費
の

高
騰
な
ど
経
費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
っ
と
発
信
し
て
欲
し
い
。

Ａ
．
米
に
関
わ
ら
ず
、
農
畜
産
物
の
生
産

費
は
こ
こ
数
年
で
毎
年
増
加
し
て
い
る
状

況
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
度
開
催
し
た

生
産
者
大
会
や
販
売
対
策
会
議
及
び
商
談

に
お
い
て
、
経
費
を
見
え
る
化
し
、
販
売

先
に
提
示
し
な
が
ら
再
生
産
価
格
の
構
築

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の

取
組
み
は
、
消
費
者
へ
の
理
解
醸
成
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
の
で
、
行
政
も
含

め
て
関
係
取
引
先
が
一
体
と
な
り
、
様
々

な
機
会
に
て
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
４　

猛
暑
が
続
く
中
で
、
他
県
で
は
耐

暑
性
品
種
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
秋
田
県
で
は
気
候
に
対
応
す
る
た

め
に
サ
キ
ホ
コ
レ
に
移
行
し
て
い
く
の
か
。

サ
キ
ホ
コ
レ
は
栽
培
要
件
で
作
付
け
に
制

限
が
あ
る
が
、
農
家
が
平
等
に
作
付
け
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
サ
キ
ホ
コ
レ
は
秋
田
県
の
旗
艦
品
種

と
し
て
推
進
し
て
お
り
、
あ
き
た
こ
ま
ち

Ｒ
か
ら
サ
キ
ホ
コ
レ
に
全
て
置
き
換
わ
る

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
キ
ホ
コ
レ
は

秋
田
県
で
定
め
た
厳
格
な
栽
培
要
件
の
も

と
で
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
そ

の
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
生
産
者
の
み
が
取

り
組
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。
秋
田
県
で
も
す

で
に
高
温
耐
性
を
持
た
せ
た
品
種
育
成
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
生
産
者

が
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
見
通

し
は
未
だ
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５　

令
和
７
年
産
米
は
計
画
通
り
集
荷

で
き
る
の
か
。
業
者
等
は
米
検
査
料
等
の

経
費
を
取
ら
な
い
と
聞
く
が
Ｊ
Ａ
で
も
同

様
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
競
争
に
勝
て

な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
10
月
28
日
現
在
の
米
集
荷
状
況
は
、

出
荷
契
約
対
比
の
進
度
率
で
98
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
同
期
か
ら

６
，
８
４
７
俵
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

検
査
手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
業

務
に
係
る
季
節
雇
用
や
レ
ン
タ
ル
車
両
を

含
め
た
必
要
経
費
と
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ
６　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼

働
率
が
逼
迫
し
て
お
り
、
急
な
集
荷
依
頼

に
対
応
で
き
な
い
状
況
が
見
ら
れ
る
。
出

荷
を
要
請
す
る
一
方
で
受
け
入
れ
で
き
な

い
で
は
矛
盾
が
あ
り
、
サ
イ
ロ
増
設
等
の

施
設
整
備
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
．
Ｊ
Ａ
で
定
め
た
地
域
農
業
振
興
計
画

の
「
農
業
生
産
振
興
の
た
め
の
施
設
整
備

計
画
」
に
て
、
令
和
８
～
９
年
度
に
か
け

て
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
３
カ
所
で

の
増
強
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
量

増
加
を
見
越
し
た
処
理
能
力
向
上
に
資
す

る
施
設
改
修
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は

新
規
申
し
込
み
を
含
め
て
更
な
る
利
便
性

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
７　

出
来
秋
の
ス
ム
ー
ズ
な
集
荷
体
制

を
築
い
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
米
買
入
最
盛
期
の
９
月
中
旬
～
10
月

　令和７年９月８日（月）～12日（金）に開催された秋季座談会について、各会場にていた
だいた主なご意見・ご要望に関する回答集を作成いたしました。ぜひともご一読いただき
ますようお願いいたします。開催会場数：146／出席者数：1,312人

お答えします～
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上
旬
に
お
い
て
は
一
部
倉
庫
を
除
き
土
曜

日
も
集
荷
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
曜
日
は
職
員
の
労
務
管
理
の
都
合
で
休

業
と
な
る
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
フ
レ
コ
ン
の
円
滑
集
荷
の
為
に
仮
置
き

ハ
ウ
ス
を
管
内
２
カ
所
に
設
置
し
て
体
制

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

Ｑ
８　

今
年
の
渇
水
に
つ
い
て
、
改
良
区

や
行
政
は
補
助
金
等
の
対
応
を
し
た
が
Ｊ

Ａ
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

渇
水
対
策
が
よ
り
充
実
し
た
内
容
と
な
る

よ
う
行
政
に
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
梅
雨
時
期
の
少
雨
に
よ
る
水
不
足
か

ら
田
面
の
ひ
び
割
れ
や
葉
の
枯
れ
上
が
り

被
害
が
発
生
し
、
品
質
や
収
穫
量
に
影
響

が
出
か
ね
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
で
は
、
消
雪
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
施
設
に
お
い
て
、
早
急
に
ポ
ン
プ
稼

働
し
用
排
水
へ
の
水
供
給
を
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
渇
水
を
含
め
今
後
も

異
常
気
象
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
広
報
誌
等
の
ツ
ー
ル
を
使
用
し

た
情
報
発
信
を
中
心
に
、
行
政
へ
の
弾
力

的
な
対
応
の
働
き
か
け
並
び
に
被
害
状
況

を
見
極
め
た
機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

【
資
材
関
係
】

Ｑ
９　

令
和
７
年
度
用
の
資
材
予
約
申
込

書
に
ハ
イ
セ
ラ
肥
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
令
和
８
年
度
用
に
は
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
品
質
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
．「
ニ
ュ
ー
ハ
イ
セ
ラ
64
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
６
年
度
用
で
一
部
固
結
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
予
約
申
込
を
一
時
見

合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。
固
結
の
原
因
は

袋
の
シ
ー
ル
不
良
や
結
露
等
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
製
造
工
程
の
見
直
し
に
よ
り
改

善
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
検
証
で
固

結
防
止
効
果
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
度
用
よ
り
販
売
を
再
開
い
た
し

ま
し
た
。
な
お
、
肥
料
の
成
分
は
従
来
品

と
同
一
で
あ
り
、
安
心
し
て
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

②
担
い
手
支
援
室

Ｑ
10　

米
価
格
の
高
騰
は
小
作
料
に
影
響

し
て
い
る
の
か
、
最
近
の
動
向
等
の
情
報

が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
昨
今
の
米
価
高
騰
に
伴
い
、
出
し
手

側
よ
り
賃
貸
料
の
値
上
げ
を
求
め
る
声
も

多
少
あ
り
ま
す
が
、
平
均
的
に
大
き
な
変

動
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
賃
貸
料
は
あ
く
ま

で
も
出
し
手
・
受
け
手
双
方
の
合
意
に
基

づ
く
契
約
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
事
前
に
お
話
し
合
い
の
上
ご
連

絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ｑ
11　

担
い
手
支
援
室
で
、
担
い
手
経
営

体
以
外
の
農
家
に
も
巡
回
に
来
て
ほ
し

い
。

Ａ
．
当
室
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）
に
よ
る
訪
問
延

べ
件
数
は
令
和
６
年
度
も
１
，
４
０
０
件

を
超
え
て
お
り
、
訪
問
内
容
は
農
業
経
営

相
談
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

大
規
模
経
営
体
に
限
ら
ず
、
専
任
指
導
と

連
携
し
な
が
ら
個
別
農
家
へ
の
訪
問
も
可

能
な
限
り
実
施
し
、
相
談
機
能
の
強
化
・

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
金
融
共
済
部
門

Ｑ
12　

年
金
定
期
貯
金
を
利
用
し
て
い
る

が
、
毎
年
の
更
新
が
不
便
な
た
め
、
自
動

継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
Ｊ
Ａ
で
の
年
金
受
給
を
都
度
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
更
新
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
13　

今
年
の
渇
水
被
害
に
よ
る
減
収
用

の
融
資
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
当
Ｊ
Ａ
で
は
農
業
関
連
資
金
、
営
農

運
転
資
金
等
に
つ
い
て
低
利
の
ア
グ
リ
マ

イ
テ
ィ
ー
資
金
（
短
期
・
長
期
）
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
融
資
担
当
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
14　

農
業
用
小
型
機
械
は
、
ど
れ
で
も

共
済
に
加
入
で
き
る
の
か
。

Ａ
．
Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
の
加
入
対
象
車
種

は
田
植
え
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
等
で
す
。
対
象
車
種
は
一
例
で
す
が
、

充
実
し
た
保
障
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
Ｌ
Ａ
や
共
済
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

④
管
理
部
門

【
座
談
会
関
係
】

Ｑ
15　

出
荷
者
は
忙
し
く
て
座
談
会
に
参

加
で
き
ず
、
非
出
荷
者
が
多
く
参
加
し
て

い
る
。
非
出
荷
者
か
ら
す
れ
ば
、
金
融
や

共
済
の
情
報
な
ど
に
興
味
が
あ
る
。
米
の

情
報
に
つ
い
て
は
別
開
催
と
す
る
等
、
中

身
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
座
談
会
の
開
催
方
法
や
資
料
の
内
容

に
つ
い
て
、
今
後
も
総
合
的
に
検
討
し
な

が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
16　

座
談
会
で
は
常
勤
役
員
に
も
話
を

聞
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
出
身
地
区
を

固
定
せ
ず
派
遣
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
現
在
の
開
催
方
法
で
は
各
地
区
の
日

程
が
重
複
し
て
お
り
、
全
地
区
へ
の
出
席

は
難
し
い
も
の
と
思
料
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
の
座
談
会
で
す
の
で
、
地
区
役
員
が

意
見
を
聞
き
入
れ
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
17　

座
談
会
の
出
席
者
が
少
な
い
。
出

席
者
へ
日
当
を
出
す
べ
き
。

Ａ
．
座
談
会
へ
の
出
席
者
に
つ
い
て
は
、

来
場
粗
品
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

Ｑ
18　

組
合
員
数
は
減
少
し
て
い
る
の
に
、

総
代
の
定
数
は
変
更
し
な
い
の
か
。

Ａ
．
次
回
の
総
代
改
選
に
向
け
て
、
定
数

見
直
し
の
検
討
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

定
数
の
変
更
に
つ
い
て
は
総
代
会
で
の
決

議
が
必
要
で
す
。
各
種
会
議
体
等
で
の
ご

意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
は

総
代
会
へ
の
上
程
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

令和７年度秋季座談会 ～みなさんの声にお答えします～
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令和７年産米共同計算の
経費項目別目標水準の開示について

　令和７年産米穀共同計算の経費項目別目標水準について、秋田県本部米麦共同計算関係要領、ＪＡ
秋田ふるさと米穀共同計算基本要項に基づき、生産者の皆様へ開示いたします。

【１】令和７年産米ＪＡ秋田ふるさと共同計算の経費項目別目標水準明細

うるち米（酒造好適米を除く）
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 1,432
概算金金利 120 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 496 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 649 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 7 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 114 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 44 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 3 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 112 （（全農手数料×全農委託数量）＋（全農手数料×委託非共計数量））÷出荷契約全数量
④収穫前他契約機能別手数料 67 播種前・収穫前契約に係る機能別手数料
⑤販売に係る経費 171

広告宣伝費 171 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑥監査委員会費用 1 外部監査法人による共同計算調査費用
⑦その他 67

米穀周年供給・需要供給拡大支援事業他 67 周年安定供給に向けた長期計画的な販売等への取組みに対する事業
⑧ＪＡ経費 935

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
保管料／入出庫料／低温加算（直売分・委託非共計） 290 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米・委託非共計米分）
加算金財源 3 特別栽培米加算金財源等
収入減少影響緩和対策費 17 収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）発動時
ＪＡ安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏
集約保管等経費 2 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 54 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費

合計（①～⑧） 2,787

酒造好適米
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 565
概算金金利 256 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 65 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 238 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 2 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 5 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 14 全農手数料
④販売に係る経費 0

広告宣伝費 0 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑤監査委員会費用 0 みのり監査法人による共同計算調査費用
⑥その他 8

米穀周年供給・需要供給拡大支援事業 8 周年安定供給に向けた長期計画的な販売等への取組みに対する事業
⑦ＪＡ経費 994

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算（直売分・委託非共計） 275 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米）
ＪＡ安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏
集約保管等経費 0 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 151 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費

合計（①～⑦） 1,582

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）
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【本件に関するお問い合わせ】　米穀課　23-6556

もち米 （単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

加工用米 （単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

【２】米穀共同計算の適正管理
　米の共同計算につきましては、透明性を高め、より信頼される運営・管理に努めてまいります。

（新市場開拓用米を含む）

経費項目 経費単価 備考（設定内容）
①流通保管等に係る経費 462

概算金金利 220 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 0 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 242 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 0 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 0 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 0 全量ＪＡ直売のため０円
④販売に係る経費 0

広告宣伝費 0 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑤監査委員会費用 0 外部監査法人による共同計算調査費用
⑥ＪＡ経費 1,414

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算 681 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米分）
ＪＡ安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏
集約保管等経費 0 ＪＡ農業倉庫保管事情による集約経費
米直接販売事務費 165 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費

合計（①～⑥） 1,876

経費項目 経費単価 備考（設定内容）
①流通保管等に係る経費 147

概算金金利 118 概算金借入に係る金利
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ検査、残量農薬検査、食用不適米
保管料・入出庫料等 0 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 29 販売のための全国輸送運賃
集約保管等経費 0 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 0 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 0 （全農手数料×全農委託数量）÷出荷契約全数量
④監査委員会費用 0 外部監査法人による共同計算調査費用
⑤ＪＡ経費 1,184

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
ＪＡ販売直販経費 63 ＪＡ直販経費　販売金額の1.6％相当
保管料・入出庫料・低温加算（直売分） 535 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米分）
収入減少影響緩和対策費 17 収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）発動時・（コメ新市場開拓等促進事業取組加算）
安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏

合計　（①～⑤） 1,331

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
注）標記数値の概算金金利以外、消費税10％相当を含みます。
注）上記は、全農委託米・買取米・ＪＡ直接販売米の平均経費単価となります。

【開示経費単価について】
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「ネギのふわふわ焼き」

●材料（２～３人分）

　ネギ好きにはたまらない逸品。ネギは青い部分もいれて、余すところなく使います。え
のきの出汁が味をまとめ、生地に豆腐を入れることでふわふわした食感に。たれは、辛み
をいれたり、お好み焼きソースに替えるなどお好みで。おかずやおやつにピッタリです。

①材料を切る
　�　ネギは２㎜幅の斜め千切りにし、サッと
水にさらしてざるにあげる。えのきは３㎝
幅に切る。
②材料を混ぜる
　�　①の材料と豆腐、卵、薄力粉、塩をボウ
ルに入れて混ぜる。
③完成
　�　フライパンを熱し、サラダ油（分量外）
を薄く回して、②の半量をフライパンにの
せ、厚さ１㎝程度に伸ばす。蓋をして３分
蒸し焼きにする。ひっくり返し、蓋を外し
て３分焼いて完成。たれの材料を混ぜて置
き、食べるときにかける。

●作り方

ネギ	 200ｇ（１～２本）
えのき	 100ｇ
豆腐（絹ごし）	 150ｇ
卵	 １個
薄力粉	 大さじ３
塩	 小さじ½

【たれ】	
しょうゆ	 大さじ１
ごま油	 小さじ２
酢	 小さじ２

　ＪＡ秋田ふるさとねぎ部会は、部会員46名、栽培
面積16.0haで、令和６年度は８千700万円の販売実績
がありました。夏ねぎ、秋冬ねぎと７月中旬から12
月上旬まで生産されており、主に県内や関東市場に向
けて出荷されています。夏ねぎの作付け拡大による早
期出荷や、品質の平準化に取組み、有利販売に向けて
います。

ネギ
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考
案
／
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と　

食
農
販
促
課

今
月
の推し

れ
し
ぴ

今月の 食材
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ふ
る
さ
と
の
民
話

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。

　

昔
む
が
し
、
あ
る
寒
ん
び
日
、
村

の
糀
屋
が
門
掛
げ
で
糀
売
り
歩あ

り
て

だ
ん
だ
ど
。
し
た
ば
、
何
ん
じ
し
た

わ
げ
だ
が
、
日ひ

る
ま中

だ
な
さ
急
に
暗く

り
ゃ
ぐ
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
。
辺

り
見
回
し
た
ば
木
は
倒
れ
で
る
し
草

は
茫
々
ど
生
え
で
る
、
見
だ
ご
ど
も

ね
ゃ
山
の
中
さ
立
っ
て
だ
け
ど
。「
い

つ
も
通
っ
て
る
道
だ
な
さ
、
不お

が

し

思
議

な
や
。
夢
見
で
ら
な
だ
べ
が
」
っ
て

思
い
な
が
ら
獣
道
み
で
ゃ
え
た
ど

ご
彷さ

ま
よ徨

っ
て
だ
ば
、
ポ
チ
っ
と
蛍
の

尻け

っ
ち
み
で
ゃ
え
た
灯
り
っ
こ
が
見め

る
け
ど
。
草
か
ぎ
分
げ
で
行
っ
て
み

だ
ば
、
山
小
屋
っ
こ
み
で
ゃ
え
た

家え

っ
こ
だ
け
ど
。「
今
日
は
こ
ご
さ

泊
め
て
も
ら
う
べ
」
ど
思
っ
て
門
口

で
「
は
～
え
。
お
晩
な
ん
し
。
道
さ

迷
っ
て
し
ま
っ
て
、
一
晩
泊
め
で
け

れ
」
っ
て
声
掛
げ
だ
ば
、
中
が
ら
綺

麗
な
女あ

ね
こ人

が
出
で
き
た
け
ど
。「
俺お

ら
、
村
の
糀
屋
だ
ど
も
道
さ
迷
っ
て

ど
。
気
ぃ
付
け
で
見
で
だ
ば
、
振
り

向
ぐ
度
に
段
々
ぇ
口
幅
が
広
が
っ
て

る
け
ど
。
そ
う
し
て
、
と
う
と
う
耳

ま
で
裂
げ
だ
ば
「
付
い
だ
が
」
っ
て

大
声
で
叫
ん
だ
け
ど
。
糀
屋
が
怖お

っ

か
ね
ゃ
ぐ
な
っ
て
き
て
水み

ん
じ
ゃ屋

ま
で

尻
込
み
し
て
行
っ
た
ば
、「
ニ
ッ
ク

ニ
ッ
ク
鉄
漿
付
い
だ
が
、
ニ
ー
」
っ

て
、
被
さ
っ
て
き
た
け
ど
。
逃ね

げ
る

ど
っ
て
狂ざ

ま
ぐ乱

っ
て
る
内
に
土
間
さ
落

ぢ
で
、
そ
の
ま
ま
転
が
り
続
げ
で
ザ

ブ
ン
と
川
さ
落
ぢ
で
し
ま
っ
た
け
ど
。

「
冷は

っ
こ
い
」
ど
思
っ
た
ば
パ
ッ
と

明
が
り
ぐ
な
っ
た
け
ど
。

　

糀
屋
は
旅
人
が
え
て
川
が
ら
引
ぎ

上
げ
で
も
ら
っ
た
ど
も
、
糀
は
て
ん

て
で
ぐ
食か

れ
で
し
ま
っ
て
だ
け
ど
。

狐
に
騙
さ
れ
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

し
ま
っ
た
。
雪
は
降
っ
て
く
る
し
寒さ

ん
び
し
て
、
ど
う
が
一
晩
泊
め
で
た

え
」
て
願
っ
た
ば
、「
俺お

ら
え家

で
良え

ぇ

ば
、
泊
ま
っ
て
け
れ
」
っ
て
言ゆ

っ
て

け
だ
け
ど
。
囲
炉
裏
の
傍
さ
座ね

ま

っ
た

ば
御ご

っ
つ
ぉ

馳
走
さ
酒
っ
こ
ま
で
付
け
で
け

で
、
も
で
な
し
て
け
だ
け
ど
。

　

し
た
ど
も
、
糀
屋
ど
ご
詮
索
す
る

え
た
素
振
り
は
見
せ
ね
ゃ
け
ど
。

　

御
馳
走
な
っ
て
る
内
に
「
鉄カ

ネ漿

（
お
は
ぐ
ろ
）
塗
る
ど
っ
て
道
具
出

し
て
き
て
、「
俺
家
は
貧
乏
な
え
て

鏡
買
う
銭
ん
こ
も
無ね

ゃ
。
ん
だ
が

ら
、
鉄
漿
塗
る
ど
ご
、
時
々
見
で
け

る
が
」
っ
て
言
う
け
ど
。
糀
屋
が「
え

え
よ
」
っ
て
答
え
だ
ば
「
ニ
ッ
ク
ニ
ッ

ク
鉄
漿
付
い
だ
が
ニ
ー
」
な
っ
て
言

い
な
が
ら
、
塗
り
始
め
だ
け
ど
。
暫

ぐ
塗
っ
た
ば
「
付
い
だ
が
」
っ
て
、

聞
ぐ
け
ど
。
そ
れ
が
ら
少び

ゃ

っ
こ
塗
る

度
に
糀
屋
の
方
さ
振
り
向
い
で
「
付

い
だ
が
」
っ
て
、
繰
り
返
し
聞
ぐ
け

●
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
米
が
い
つ
も
利
用
し

て
い
る
店
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク

リ
。
美
味
し
い
は
ず
で
す
ね
。

大
森　

Ｐ
．Ｎ 

福
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
（
63
）

●
城
南
高
等
学
校
出
身
な
の
で
懐
か
し
く
感

じ
ま
し
た
。
私
が
通
っ
て
い
る
時
か
ら
華
道

部
は
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
今
も
尚
、
歴
史

が
続
い
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
活
躍
を
追
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

美
郷　

小
田
嶋　

咲
実
さ
ん
（
32
）

●
推
し
れ
し
ぴ
「
洋
ナ
シ
と
サ
ー
モ
ン
の
秋

サ
ラ
ダ
」
知
り
合
い
で
洋
ナ
シ
を
育
て
て
い

る
方
が
い
て
毎
年
頂
く
の
で
、
こ
の
レ
シ
ピ

を
や
っ
て
み
た
い
！
と
思
い
ま
す
。

横
手　

Ｐ
．Ｎ 

さ
ち
さ
ん
（
48
）

●
「
ふ
る
っ
ぴ
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
」
皆
さ
ん
と
っ
て
も
上
手
で
す
ね
。
お

米
、
野
菜
、
く
だ
も
の
の
絵
が
沢
山
描
か
れ

て
い
て
お
家
で
も
楽
し
く
食
べ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
な
ー
と
ホ
ッ
コ
リ
し
ま
し
た
！

雄
物
川　

Ｐ
．Ｎ 

コ
ニ
ー
さ
ん
（
69
）

●
ふ
る
さ
と
民
話
を
読
む
の
が
好
き
で
す
。

秋
田
弁
に
す
る
と
読
む
の
が
難
し
い
で
す
が
、

脳
ト
レ
感
覚
で
楽
し
ん
で
ま
す
。

増
田　

Ｐ
．Ｎ 

モ
リ
ノ
マ
さ
ん
（
43
）

●
再
話
／
中
川
文
子　

●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

狐
に
騙
さ
れ
た
糀
屋
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（ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　食農販促課　行）

①クロスワードパズルの答え

②住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　
⑥該当する組合員区分　※○をつけてください

　正組合員・正組合員家族・准組合員・員外

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

【応募方法】
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーに掲載させていた
だく場合がございます。

【応募先】
〒013-0205　横手市雄物川町今宿字前田面20
ＪＡ秋田ふるさと　広報担当
またはＪＡ秋田ふるさとホームページ
http://www.akita-furusato.or.jp/からでもОＫ。
（「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）

タテのカギ ヨコのカギ

2	 川辺や海岸で見られる冬
鳥。東京都民の鳥です

5	 熱海と並んで有名な、伊
豆半島東部の温泉地

7	 分別して出します
8	 雄弁は銀、――は金
10	 陶器よりも高い温度で焼

きます
12	 耳の長い動物
14	 天高く――肥ゆる秋
16	 暦の上ではこの日から冬
18	 櫛（くし）の材料によい

とされる木
20	『源氏物語』の作者は紫

――です
21	 ＳＬとも呼ばれる蒸気――

1	 育つこと。七五三は子ど
もの――を祝う行事です

2	 ――果敢に若武者が戦う
3	 江戸時代のタクシーです
4	 秋の山を彩ります
6	 「豚」の音読み。――カツ
9	 金属の輪を長くつないで

作ります
11	 旅先の体験を書き綴った

もの
13	 平安貴族の乗り物。モー

と鳴く動物が引きます
15	 よく晴れた日の、夕日の

色といえば
17	 佐渡島にはこの鳥の保護

センターがあります
19	 ギターに張ります

■10月号の答え／タマイレ
■10月号の当選者／
P.N 秋桜さん
藤岡　孝彦さん
佐藤　素子さん
■応募総数／68通
■正解者数／66通

学校がイベント会場に…

【締　切】11月25日（火）当日消印有効

暮
ら
し
に
役
立
つ

キ
ッ
チ
ン
用
品
の

詰
め
合
わ
せ
で
す
。

ギフトキッチンセット
３名様にプレゼント

10月号のプレゼントは『きき湯』



お
知
ら
せ

横
手
警
察
署
よ
り

農
閑
期
に
お
け
る
肥
料
等
の

�

適
正
管
理
に
つ
い
て

　

横
手
誓
察
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

　

横
手
警
察
署
で
は
、
テ
ロ
対
策
の
一

環
と
し
て
、
凶
器
と
し
て
扱
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
薬
品
や
、
爆
発
物
の
原
料

と
し
て
悪
用
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
る
肥
料
の
適
正
な
保
管
管
理
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

市
販
さ
れ
て
い
る
肥
料
や
農
薬
の
中

に
は
、
爆
発
物
の
原
料
と
な
り
得
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

農
閑
期
の
今
、
使
い
残
し
た
肥
料
や

農
薬
が
な
い
か
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

残
っ
て
い
た
場
合
は
、

◆�

田
畑
へ
野
積
み
し
て
放
置
せ
ず
、
鍵

の
掛
か
る
倉
庫
等
に
保
管
す
る
こ
と

◆�

盗
難
被
害
発
生
時
は
警
察
に
通
報
す

る
こ
と

に
つ
い
て
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
横
手
警
察
署

　

☎
０
１
８
２
―

３
２
―

２
２
５
０

■
Ｊ
Ａ
講
座　

受
講
生
募
集　

全
４
回

第
２
回　
「
花
」

開
催
日
：
令
和
７
年
11
月
22
日（
土
）

日　
　

程
：
午
前
10
時
～
正
午

場　
　

所
：
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　

本
店
分
室

住　
　

所
：�

横
手
市
雄
物
川
町
今
宿
字

前
田
面
20

参
加
費
：
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
税
込
・
当
日
徴
収
）

定　
　

員
：
20
名
先
着
順

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

講
座
回
数
：
全
４
回

第
１
回
＝�

終
了
「
り
ん
ご
・
洋
な
し
ス

ペ
シ
ャ
ル
」

○
り
ん
ご
の
収
穫
体
験
・
洋
な
し
園
地
見
学

第
２
回
＝「
花
」

○
栽
培
施
設
見
学
／
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

第
３
回
＝「
葬
儀
の
あ
れ
こ
れ
」

○
葬
儀
時
マ
ナ
ー
講
座
／
施
設
見
学

第
４
回
＝「
発
酵
」

○
味
噌
・
麹
を
知
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ご
希
望
の
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

日　
　

程
：
月
１
回
・
指
定
の
土
曜
日

　
　
　
　
　
各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

会　
　

場
：
各
回
指
定
場
所

対
象
者
：
当
Ｊ
Ａ
管
内（
横
手
市
内
・

美
郷
町
金
沢
・
野
荒
町
）に
在
住
ま
た
は
ご

勤
務
の
20
～
60
歳
ま
で
の
方（
性
別
不
問
）

申
込
締
切
：
各
回
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り

申　

込
：
Ｊ
Ａ
講
座
事
務
局

☎
２
３
―

６
５
４
０　

ＦＡＸ 

２
３
―

６
５
０
１

ei-syokuhan@
akita-furusato.or.jp

スマホ
お申し込み
フォーム

金
融
課

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
装
っ
た

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
・

サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
装
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
メ
ー
ル
（
詐
欺
メ
ー
ル
）
が
急
増
し

て
お
り
、
偽
の
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
サ

イ
ト
が
か
つ
て
な
い
規
模
で
開
設
さ
れ
、

偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
事
案
が
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

不
審
な
メ
ー
ル
と
気
付
か
ず
、
認
証

に
必
要
な
情
報
（
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
、
ロ

グ
イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
、
口
座
情
報
等
）

を
誤
っ
て
入
力
し
て
し
ま
う
と
、
不
正

送
金
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
や
Ｊ

Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を
経
由
し
た
本
人
確

認
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

メ
ー
ル
を
受
信
さ
れ
た
場
合
は
削
除
い

た
だ
き
、
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
は
絶
対
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
不
正
な
偽
サ
イ
ト
に
口
座

情
報
等
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
お
取
引
先
の
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
た

は
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

あ
て
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
ネ
ッ

ト
バ
ン
ク
の
利
用
を
停
止
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

�

０
１
２
０
―

０
５
８
―

０
９
８

　

お
問
い
合
わ
せ
時
間
：

　

平　
　

日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

土
日
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
１
袋
で
も
多
く
Ｊ
Ａ
へ

　

ご
出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
本
年
の
Ｊ

Ａ
出
荷
契
約
数
量
達
成
ま
で
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
荷
は
未
だ
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
概
算
金
単
価
が
改
定
さ
れ
る
11
月

28
日
ま
で
に
１
袋
で

も
多
く
ご
出
荷
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
途
採
用
職
員
の
紹
介

　

令
和
７
年
10
月
１
日
付
に
お
い
て
２

名
の
職
員
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

【
採
用
10
月
１
日
付
】

・
北
小
路　

柊
太　

出
身　

横
手
地
区

　
　

配
属
先　

横
手
営
農
セ
ン
タ
ー

・
沓
沢　

果
奈　
　

出
身　

増
田
地
区

　
　

配
属
先　

増
田
支
店

よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す
！

1818JA通信JA通信 2025.2025.1111



理事会だより
【第７回定例理事会】
令和７年10月29日（水）
報告事項（抜粋）
■令和７年産米の集荷及び検査状
況について
■令和７年産大豆の概算金単価設
定について
■令和６年産ＪＡ直売米取引先別
販売状況について
■令和７年度上半期決算（９月末）
並びに見込決算（３月末）につ
いて
■令和７年度第２四半期固定資産
取得進捗状況について

議案（抜粋）
■お客様本位の業務運営に関する
取組方針の一部修正について
■令和７年産米共同計算の経費項
目別目標水準の開示について

株式会社
HP／https://ja-sousai-agulemu.com/
電話 0182-52-3930 FAX 0182-52-3931

「事前相談／みどりの会のご入会」も随時受け付けております。

会場を埋め尽くすほど、たくさんのお人形さんが持ち込まれ、
共に過ごした思い出と感謝のお別れをお手伝いさせて頂きました。

○�総合県税事務所平鹿支所での受付は、令和８年２月２日（月）
から行う予定ですが、一度の来所で済む郵送での申請もご利
用ください。郵送申請の際は、110円切手を貼った返信用封
筒も同封してください。
　�郵送申請の受付期間は令和７年12月１日（月）から令和７年
12月31日（水）まで（消印有効）となります。
○詳細は「美の国あきた（県ウェブサイト）」をご覧ください。
� （コンテンツ番号：66308）

令和８年度分　軽油引取税免税証（農業用）
交付申請の集合受付について

【お問い合わせ・送付先】　秋田県総合県税事務所　課税部　課税第二課
住所　秋田市山王4-1-2　TEL 018-860-3341　FAX 018-860-3333

①�申請に必要な書類については、前回免税証交付時にお渡しした「農業用免税証交付申請の手続きについ
て」または「美の国あきた（県ウェブサイト）」をご覧ください。（コンテンツ番号：7689）
　�各書類は課税第二課及び県税事務所各支所で配布しています。また、一部を除きウェブサイトよりダウ
ンロード可能です。
②�申請内容・書類に不備があり、連絡がつかない等の場合、希望どおりの交付にならない場合があります
ので、申請書に日中連絡のつく連絡先を必ず記入してください。
③�集合受付時に報告書の提出が間に合わない場合は、前回交付した免税証の有効期限（＝報告対象期間の
末日）から１か月以内に提出をお願いします。（集合受付時に必ずしも提出しなくてよく、後日の提出
となっても構いません。）

※地域ごとの区分は混雑分散が目的ですので、指定日程の都合が悪い場合は、別の日にちにお越しいただいて構いません。
※午前の受付よりも、午後の受付の方が混雑が少なく、比較的短い時間で手続きをすることができます。
※皆様の待ち時間短縮のため、書類は記入のうえでお越しくださるよう御協力をお願いします。
（書き方がわからない場合でも、住所・氏名・連絡先はあらかじめ記入してください。）

地　　　域 受　付　日 時　　　間 会　　　場
平鹿・増田地区

令和７年１２月９日（火）
午前10時～午前11時30分 サンサン横手

（多目的ホール）横手・山内・十文字地区 午後１時～午後２時30分

大森・大雄地区 令和７年12月２日（火） 午前10時～午前11時30分
午後１時～午後２時30分

雄物川
コミュニティセンター
（ホール）雄物川地区 令和７年12月３日（水）

仙南地区 令和７年12月４日（木） 午前10時～午前11時30分
午後１時～午後２時30分

秋田県立農業科学館
（多目的ホール）六郷・千畑地区 令和７年12月５日（金）

●集合受付日程

●注意事項
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編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

営農経済部からのお知らせ

（2025年９月末現在）

組合員数 	  17,411人
（正組合員）	  11,310人
（准組合員）	  6,101人
貯金 	  1,264億7,045万円
貸付金 	  439億8,008万円
購買品取扱高 	  36億3,095万円
販売品取扱高 	  176億7,616万円
共済保有高（保障） 	  3,060億4,126万円
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　第27回ＪＡ秋田ふるさと女
性大会・家の光大会が、12月
３日に秋田ふるさと村ドーム劇
場で開催されます。
　ＪＡグループ「家の光協会」
が発行する「家の光」の農村の
暮らしに役立つ記事活用の発
表、ものまねタレント「坂本冬
休み」さんによる爆笑！感動!!
ものまねライブなど盛りだくさ
ん。
　参加者限定のお楽しみ抽選会
もありますのでぜひご参加くだ
さい。
　開催日は、12月３日（水）、
秋田ふるさと村ドーム劇場を会
場に開会は９時20分を予定（入
場は８時50分から）、参加費は
お一人様500円。ただし、『家
の光』年間購読世帯は無料！性
別を問わず参加可能です。
　入場には整理券が必要となり
ます。参加申し込み・入場整理
券のお受け取りはお近くのＪＡ
秋田ふるさと各営農センターま
でお問い合わせください。

■第27回ＪＡ秋田ふるさと女性大会・家の光大会
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